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在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラム in北竜の開催報告 

～ いずれはみんなに訪れる人生の最期 どう迎えたいですか？ どう送りたいですか？ ～ 

 

・日 時 令和元年１０月２７日（日）１３：３０～１５：４５ 

・場 所 北竜町 北竜町公民館 ２階 大ホール 

・参加者 １０６名（北竜町７２名、深川市１７名、妹背牛町９名、秩父別町３名、沼田町２名、 

その他３名、うち一般６６名、支援関係者４０名） 

・目 的 北空知地域の住民の方に在宅医療と介護を考えてもらう地域啓発の場とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齋藤小部会長挨拶 

・事前申込者は８２名でしたが、北竜町の方を中心に

続々と入場され、当日の参加者は１０６名と沢山

の方に参加いただきました。 

・今年も早くから来場された方に、「ライスパワー体

操」のビデオを放映し、介護予防体操を紹介しまし

た。ビデオを見ながら一緒に身体を動かしてくれ

た方もいらっしゃいました。 

・司会進行は、開催地「北竜町」の地域包括支援セン

ター長の南さんです。 

・最初に、北竜町の高橋副町長から歓迎の開会挨拶を

いただきました。 

 

・北空知地域の在宅医療・介護の取組では、北空知地

域医療介護連携支援センターの三ツ井事務局長と

深川市立病院訪問看護ステーションみのりの立花

管理者のお二人からお話をいただきました。 

 

・三ツ井事務局長からは「自宅で安心して暮らすため

に～チーム北空知の取組」と題し、北空知地域が道

内２１圏域の中で、最も人口減少と少子高齢化が

進んでいる地域であることを人口推計や高齢者の

状況から示され、北空知の医療と介護は、現状はそ

れなりのサービスがあるが、今後も維持確保して

いくためには医療介護の担い手確保など厳しい状

況にあるとの説明がありました。 

 

・これらの状況を踏まえ、北空知１市４町では、今後

も北空知の地域医療と介護を維持確保していくた

めには、広域で連携して取り組むことが必要と判

断し、「北空知地域医療介護確保推進協議会」が平

成２８年度に設立され、支援関係者の連携協議や

スキルアップの研修など様々な取り組みがなされ

ていることをスライドで紹介されました。 

 

・また、介護予防や健康づくり、病気や介護を必要に

なった時の対応など、住民の皆さんに考えてほし

いこと、やってほしいことを協議会発行のパンフ

レット「住み慣れたまちで安心して暮らすために」

を使ってお話をいただきました。 

司会進行は北竜町地域包括

支援センター長の南さん 

北空知の取組を紹介する

三ツ井さん 

今年も開会前に介護

予防体操「ライスパ

ワー体操」を紹介 
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・続いて、立花管理者からは、訪問看護の活動を３つ

の事例から紹介をいただきました。 

・１例目は、心不全で入退院を繰り返していた夫を、

妻が医師から在宅生活は厳しいと言われながらも、

訪問看護などのサービスを活用しながら最期まで介

護され、「しんどいこともあったが、家でゆっくり過

ごせてよかった」と話された事例。 

・２例目は、家族４人で暮らす人工肛門を造設された

８０代女性が、認知症になったことで家族が困って

いた中、訪問看護が入ったことで、困りごとの原因

が分かり心配事が減り、本人も家族も穏やかに生活

ができるようになった事例。 

・３例目は、末期がんの一人暮らしの６０代男性が、

病院外来、ケアマネ、訪問看護などが連携し、出来

る限り自宅で生活し、最期は緩和ケア病棟で亡くな

れた方の事例で、「今まで（訪問看護）ありがとう」

「家でいい時間を過ごすことができたと」と話され

ていたことを紹介いただきました。 

・立花さんは、元気な時はなかなか考えられないけど、

誰でも訪れる最期、どう迎えたいのか、どう送りた

いのか、家族も交え 

て考えていてほしい。 

私たち専門職は連携 

して精一杯支援して 

いきたいと話されま 

した。 

 

患者・利用者を

多職種連携で 

支援します 

講演する北翔大学

の小田教授 

訪問看護の事例を

紹介する立花さん 
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・講演では、北翔大学教授の小田先生から、「認知症

を予防するために大切なこと～あたまの元気度テ

スト２年間のまとめ～」と題して、「なぜ認知症の

予防が必要なのか」「認知症の発症や進行を遅らせ

るためにできること」「（北竜町の）あたまの元気度

テストの結果」についてお話をいただきました。 

 

・先ずは、認知症を正しく理解することが重要である

とし、認知症の現状等について説明されました。 

今年発表された国の認知症対策の新大綱で、「共

生」と「予防」が２本柱として示され、初めて「予

防」が明示されたと指摘されました。 

 

・認知症予防には、一次予防（発症しないための予

防）、二次予防（早期発見、早期治療）、三次予防（病

気の進行防止）があり、認知症に対する正しい理解

をもち誤解や不安、偏見をなくすことが予防につ

ながると指摘され、認知症の仕組みや予防に対す

るこれまでの研究成果などを解説いただきまし

た。 

 

・他の病気と同じく、生活習慣病予防が有効で、栄養

と運動、社会参加が重要である。北竜町と寿都町で

行ってきた２年間の調査研究結果でも、よく噛ん

で食事をした、外出、社会的役割、運動の状況調査

でも、しなかった人よりもした人の方が維持・改善

が見られている分析されました。 

 

・認知症の発症を阻止できないが、運動などによる予

防効果のエビデンスは増えている。「仲間と運動す

る」「よく噛んで食べる」「体力を維持する」等が認

知機能の維持に関わっていると、北竜町での調査

結果を報告され 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問調査で北竜の方と沢山知り

合いになったと話す小田教授 
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・「支え合う地域づくり」をテーマに行われた意見交

換では、北竜町の地域包括支援センターの大井介

護予防係長がコーディネーターとなって進められ

ました。 

 

・取組報告や講演に対する感想では、大変勉強になっ

たが、初めて聞く人にとっては言葉が難しくてよ

く分からない。自分の妻が入院し在宅に戻る時に

病院や地域包括で、サービスなど初めて聞くもの

ばかりであった。お蔭様で妻はサービスを利用し

て在宅で生活しているが、制度やサービスを知ら

ないで不自由にしている人が他にもいると思うの

で、分かりやすく周知してほしい。 

 

・碧水支え合いの会の方からは、会の活動紹介があ

り、コンビニの跡地に町が整備してくれた碧水支

え合いセンターで、カラオケや囲碁、まる元の体操

などが週４回行われ、さらに毎月第２木曜には一

人暮らし対象の昼食会を開催している。利用者は

１回平均１２～１３人で、運営は４つの町内会か

らのボランティア４０人で行っている。 

 

・ご近所の力の例として、砂川市立病院に通院する 

８０代の高齢者の送迎を３年６か月続けている方

の紹介があり、通院は３か月に１回でそんなに大

変なことではない、ほかにも近所からの頼まれご

とがあり自分にできることは続けていきたい。 

 

・最後に、空知ひまわりの会の活動紹介があり、現職

町長が若年性認知症となって辞職せざるを得なく

なったことがきっかけにできた会で、元町長のほ

か、その後東京から若年性認知症で移住してきた

方を９年間、週４回支援してきた。現在は具体的に

支援する人はいないが、新たにできた商業活性化

施設「ココワ」のコミュニティスペースで週３回、

和地区の交流の場を設けているほか、介護相談や

買い物同行支援などの活動を行っているとの紹介

がありました。 

〇参加者アンケートから 

・地域の状況や今後についてよく分かった。 ・心配なこともよく分かった。 

・訪問看護の３事例の紹介がとても良かった。本人・家族の意向を尊重して最期をどう過ごすか考えることが出

来ました。 ・事例の話で涙が出ました。 

・多くの市民への周知が課題ではないか。 ・今後このような会合をもっと多く開催しＰＲを進め一人でも多く

の方が救済される事を希望します。 

・家族としての関わり方がとても大事で、穏やかに人生を送ることの支えになれることを改めて考える機会にな

りました。 ・今後自分に出来る事をやっていきたいと思いました。 

・運動や社会活動への参加が認知症予防・認知機能の維持につながるのだと分かりました。 

・人の事ではなく我身に起こりえる事だと今から考えなくてはいけない！！とつくづく考えさせられました。 

・高齢者の集まる場所で安心して暮らすためにと言うことを講話する機会、又は若い方たちにもパンフ配布のみ

ならず講話の機会を広めて住民で助け合うことを考えていってほしいと思います。 

・今後も継続して欲しい。 ・また参加したいと思います。ありがとうございました。 

来年は、秩父別町で開催します。ぜひ参加ください。 

左はｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの大井さん、 

下は感想を述べてくれた参加者 

空知ひまわりの会の活

動を紹介する代表者 


